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１ 趣旨 

（１）教育委員会の趣旨 

平成１９年６月に、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部が改正され（平

成２０年４月１日施行）教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状

況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとと

もに、公表することとされました。 

この報告書は、同法の規定に基づき、教育委員会が行った点検評価の結果をまとめた 

ものです。 

 

（２）教育委員会制度 

教育委員会は４人の教育委員及び教育長により組織されています。 

委員は、教育に見識を有する者のうちから町長が議会の同意を得て任命します。 

教育長は、町長が議会の同意を得て任命する常勤の特別職で、教育委員会の会務を総理

し、教育委員会を代表（会議の主宰者、具体的な事務執行の責任者、事務局の指揮監督者）

します。 

また、これらの事務を処理するために、教育委員会に事務局が置かれています。 

 

（３）教育委員の構成   （令和７年４月１日現在） 

職 名 氏 名 任 期 

教育長 中村 武弘 令和 ６年 ９月２０日～令和 ９年 ９月１９日 

職務代理者 髙橋 虎彦 令和 ４年１２月２６日～令和 ８年１２月２５日 

委員 西田 英紀 令和 ５年１２月２６日～令和 ９年１２月２５日 

委員 藤原みづえ 令和 ６年１２月２６日～令和 10 年１２月２５日 

委員 南 紀代美 令和 ３年１２月２６日～令和 ７年１２月２５日 

 

２ 「点検・評価」の内容について 

平成２０年度から法の改正により点検・評価が必要になりました。前年度内に行った

事業、活動の実績などを報告します。 

 

３ 教育委員の活動 

項 目 内 容 活動実績 成果・課題 

（1）教育委員会の 

会議 

①教育委員会会議 開催 

回数 
13 回 

教育委員会会議規則に基づき開催 

定例会 12 回、臨時会 1 回。 

②会議の工夫 
― ― 

会議の効率化・充実に向け事前配

布するなど工夫が必要。 

（2）会議の公開、

保護者などへの

情報発信 

①議事録の公開、

広報の状況 ― ― 

公開しているが、公開請求はない。 

（3）教育委員と事

務局との連携 

①教育委員と事務

局との連携 

開催 

回数 
13 回 

定例会、臨時会の終了後、毎回、

情報交換をおこなっている。 

（4）教育委員と首

長との連携 

①教育委員と首長

との意見交換会の

実施 

開催 

回数 
１回 

総合教育会議を開催し、町長と教

育行政の現状や課題について、共

有、連携を図った。 

（5）教育委員の自

己研鑽 

①研修会、視察な

どへの参加 参加 

回数 
３回 

三重県市町教育委員会教育委員等

研修会 

度会郡教育委員会研修会 

三重の教育談義 
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（6）学校に対する

支援 

①学校訪問 

訪問

回数 
６回 

入学式、卒業式、運動会、文化祭

などの学校行事や学校開放に合わ

せ訪問した。広く情報を聴取し支

援を行っていく。 

②教育委員会への

校長出席 
出席 

回数 
２回 

年２回、定例会に校長が出席し、

報告と意見交換の場を持ってい

る。 

（7）教育委員会 

活動への支援 

①社会教育事業へ

の参加 

参加 

回数 
３回 

美し国駅伝、ジョギング大会、二

十歳の集いに参加した。 

 

 

４ 教育委員会の活動 

項 目 活動実績 成果・課題 

（ 1）学校教育又は社会教育に関す

る一般方針を定めること。  
件数 １件 

教育基本方針を定めている。 

学校、（ 2）学校、公民館及び図書館の設

置及び廃止を決定すること。  
― ― 

該当なし 

（ 3）学校、公民館及び図書館の敷

地を選定すること。  
― ― 

該当なし 

（ 4）県費負担教職員の服務の監督

の一般方針を定めること。  
― ― 

該当なし 

（ 5）県費負担教職員の懲戒、任免

その他人事に関すること。  
件数 ３件 

４月の人事異動に伴う教職員の任

免などの内申を行った。 

（ 6）教育委員会及び学校その他の

教 育 機 関 の 県 費 負 担 教 職 員 以 外

の職員の懲戒、任免その他人事に

関すること。  

件数 ２件 

４月の人事異動に伴う町費負担職

員の任免を行った。 

（ 7）教科書その他の教材の取り扱

いに関すること。  

決定 

件数 
１件 

中学校の教科書 

（ 8）1 件 200 万円を超える教育財産

の取得及び処分を決定すること。 件数 １件 
食器・食缶洗浄機（給食センター） 

（ 9）1 件 200 万円を超える工事の計

画を策定すること。  
件数 － 

該当なし 

（ 10）教育委員会規則の制定又は改

廃を行うこと。  
改正 １件 

度会町教育委員会事務局組織規則

の一部を改正する規則 

（ 11）教育予算その他議会の議決を

経 る べ き 議 案 に つ い て 意 見 を 申

し出ること。  

件数 ４件 

教育関係の予算への意見を求めた。 

（ 12）社会教育委員及び公民館運営

審議会委員を委嘱すること。  
件数 １件 

社会教育委員、公民館運営審議会委

員の委嘱を行った。 

（ 13）校長教員その他教育関係職員

の研修の一般方針を定めること。 
― ― 

該当なし 

（ 14）学齢児童生徒の就学すべき学

校の区域を設定し、又はこれを変

更すること。  

― ― 

該当なし 

 



3 

 

５ 度会町教育基本方針の実績 

 

基本施策 １．学校教育の充実 

主な取り組

み 

〇基礎基本並びに発展的学力の定着 

〇地域との連携による教育活動の活性化と進化 

〇学校施設の老朽化に伴う総合的対策 

〇GIGA スクール構想を軸とした ICT 活用教育の定着と発展 

取組内容と

成果 

県からの加配を活用して習熟度別授業やＴＴなど「わかる授業」や「個に応

じた授業」を実施した。また、指導主事による授業改善、研修の活性化、生徒

指導力の強化を図り、小中一貫教育体制の構築にむけた取り組みも行った。 

多くの地域の方々にご協力いただき、茶摘み、米づくり（田植、稲刈り）、ブ

ルーベリー狩り森林教育など地域産業を体験的に学んだ他、地元の事業所など

の協力を得て職場体験学習やビシネスパーク（職業についての講演）、環境学習

などを実施することができた。 

施設の大規模改修などはしていないが、老朽化により小中学校、給食センタ

ーともに突発的な不具合が生じている。不具合が生じたものについて、修繕対

応を行っている。 

児童生徒が 1 人 1 台端末を活用して主体的な学びや個に応じた学びを行って

いる。小中学校ともにヘルプデスクを設け、不具合への対応や年度更新など教

職員の負担が少なくスムーズに対応できるような体制をとっている。 

事務事業 スクールバス運行事業、教育支援センター運営事業、コミュニティスクールの

設置、要保護準要保護児童生徒援助事業、特別支援教育就学奨励事業、ＡＬＴ

活用事業、スクールカウンセラー活用事業、学校給食管理事業、学力調査活用

事業、環境整備事業、途切れのない発達支援事業、学習支援員・スクールケア

指導員の配置 など 

課題、取組方

針 

 今後も１小１中の強みを活かし、小中の連携による９年間の学びにつながる

ような取り組みを強化していく。引き続き地域の方々や事業所の協力を得なが

ら郷土産業体験やキャリア教育を実施することで地域への愛着や理解、さまざ

まな職業への興味の入口となるような取り組みを実施したい。また、令和７年

度にはタブレット端末の更新を予定しているので、計画的に行っていく。 

 

 

基本施策２ 子どもが安心して学ぶことのできる環境づくり 

主な取り組

み 

〇子どのも多様な活動や交流機会の推進 

〇いじめや暴力のない学び場づくりの推進 

〇家庭・地域の教育力の向上 

〇関係機関と連携した青少年の健全育成の推進 

〇さまざまな環境の子どもに対応した支援体制の充実 

取組内容と

成果 

子どもたちの多様な活動や交流機会の推進として、青少年育成町民会議健全

育成部会による、親子パン作り教室、SUP 体験、青少年健全育成会議読書推進部

会による絵本の読み聞かせや図書イベント、スポーツ協会によるソフトテニス

教室やジョギング大会、スポーツ推進委員によるパターゴルフやクッブ体験、

度会スポーツクラブによるジュニアスポーツ活動、度会キッズチャレンジによ

る水泳教室や勾玉づくり、未来輝くプロジェクトによる度会フェスタでのプロ

ジェクションマッピングの発表やクリスマスのイルミネーションプロジェク

ト、事務局事業による伝統和装礼法や地域の方々の協力によるわくわく寺小屋

など多様な活動や交流の機会をつくることができた。 

度会町いじめ防止基本方針及び小中学校いじめ防止基本方針に基づき、学校、
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家庭、地域並びに関係機関が連携を図りながら、いじめの問題の克服を目指し対応

にあたっている。また、度会町人権教育基本方針及び小中学校の推進計画に基づき、

人権教育の推進に取り組んでいる。児童生徒と地域の住民である人権ネットワーク

委員が一緒になって人権学習を行う人権フォーラムを開催し、誰もが暮らしやすい

まちづくりをテーマにワークショップを行い、ネットワーク委員への提言や児童生

徒一人ひとりが考えた人権宣言を作成し、作成した宣言を住民の方に広く知っても

らえるよう役場ロビーに展示した。 

度会町学力向上推進委員会を組織し、学力向上にむけて協議を行っている。家庭

学習については、小中学校において各学年に応じた家庭学習の手引きを作成し、保

護者の方に配布することで家庭と連携し、継続した子どもの学びの実現に向けた取

り組みを行っている。スクールガードによる登下校の見守りや SOS の家、クーリン

グシェルターなど地域の方々の協力を得て児童生徒の安全な登下校を実施すること

ができた。 

健全育成部会、指導員部会、読書推進部会３つの専門部会を有する青少年育成町

民会議を組織している。関係機関の方々の協力をいただき前述のさまざまなイベン

ト開催や広報紙しどうの発行などを行っている。 

心理的、情緒的な理由により、学校へ行きたくても登校できないでいる小・中学

生や、その保護者の支援の場として南伊勢町と共同で度会郡教育支援センター（ふ

れあい教室）を設置し、通室の受け入れや教育相談を実施している。 

事務事業 青少年健全育成町民会議、スポーツ協会事業、スポーツ推進委員会事業、度会

スポーツクラブ事業、度会キッズチャレンジ事業、未来輝くプロジェクト、度会

町いじめ問題対策連絡協議会事業、度会町人権教育推進協議会事業、途切れのない

発達支援事業、学習支援員・スクールケア指導員の配置、教育支援センター運

営事業 など 

課題、取組方

針 

 多くの地域の方々に協力いただき多様な活動の機会を得ることができている

が、少子高齢化、人口減少、ニーズの多様化などの情勢をふまえ、持続可能な

しくみづくりを検討していく必要がある。 

 いじめや差別のない誰もが住みやすいまちづくりにつながるよう、学校家庭

地域が一体となったいじめ防止対策や人権教育の取り組みを今後も継続的に行

っていく。 

 さまざまな環境の子どもに対応した支援体制のより一層の充実を図るため、

学校と関係機関との連携や生徒指導力の強化にむけた継続的な取り組みを行っ

ていく。 

 

 

基本施策３ 生涯学習・生涯スポーツの充実 

主な取り組

み 

〇幅広い世代の学習の機会創出 

〇自主的な活動グループへの支援 

〇関連施設などの老朽化対策、活動環境の整備 

〇生涯を通じたスポーツ活動の機会の提供 

取り組み内

容と成果 

 幅広い世代の学習の場として生涯学習講座（８講座）、高齢者向けにはことぶ

き学園（４回）や高齢者スマホ教室、小学校低学年向けに月２回 ALT による子

ども英語教室などを実施し、いきいきと楽しく学習できる場、交流できる場の

提供を行っている。 

 自主グループ（24 団体）が活動している。令和６年度は新たに１グループ（健

康太極拳教室）が設立となったので、設立補助金を支給した。 

 中川グランド、小川郷グランドの一部照明の LED 化を行った。 

 総合型スポーツクラブによる各種スポーツ活動（10 団体）の活動支援として

補助金を交付している。ユニバーサルスポーツの推進としてスポーツ推進委員
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によるクッブ体験会を行った。福岡ソフトバンクホークス一軍投手チーフコー

チ兼ヘッドコーディネーターの倉野信次氏を講師に招聘し、人材育成などの内

容でトップアスリート講演会を開催し 80 名の住民が参加した。 

事務事業  公民館事業、文化祭、総合型度会スポーツクラブ事業、度会町スポーツ協会

事業、度会町スポーツ推進委員事業、トップアスリート講演会 など 

課題、取組方

針 

 少子高齢化、人口減少、ニーズの多様化などより、文化・スポーツ活動の全

体数も減少していくことは避けられないが、各団体が継続的に楽しく安心安全

な活動を実施できるよう引き続き支援を実施していく。 

 

 

基本施策４ 芸術・文化の振興と文化財の保護 

主な取り組

み 

〇芸術・文化各種講座の充実 

〇芸術・文化活動団体の支援 

〇芸術・文化体験機会の充実 

〇文化財の保護や保存・活用 

〇郷土芸能や伝統行事などの継承支援 

取組内容と

成果 

生涯学習講座の実施や自主クループの活動支援、度会キッズチャレンジや青

少年育成町民会議への支援などを行っている。 

芸術・文化活動の発表の場として、町民文化祭を開催し、作品の展示や芸能

発表などを行った。 

ふるさと歴史館の 10 周年記念イベントとして、特別展覧会や記念講演を実施

し、期間中に２９８名の来場者があった。また、ふるさと歴史館だよりを年４

回発行し、町内の歴史の魅力についての発信や歴史イベントの紹介を実施した。 

木村泰子さんを講師に招聘し、「みんなの学校が教えてくれたこと」と題した

文化人権講演会を開催し 78 名の住民が参加した。 

各地区の伝統行事などへ補助金の支給を行い、継承支援を行った（麻加江か

んこ踊り、獅子神楽（棚橋、下久具、市場、和井野、脇出）、一之瀬城を守る会）。 

 

事務事業 公民館事業、文化祭、ふるさと歴史館事業、文化人権講演会、指定文化財関係

事業 など 

今後の課題  人口減少や高齢化により、文化祭の作品展示の減少や伝統芸能の継承が難し

くなっているなどは深刻である。行事への参加については、新聞報道により、

町内外から定員を超える申し込みがあったものもあるので、今後も効果的な情

報発信を実施したい。また、生涯学習講座については、継続的に人気がある講

座や若い世代にも人気のある講座などもあるので、今後も住民ニーズを把握し

ながら講座の充実を図っていく。 

 

 

６ 結果の公表 

 「点検・評価」については、地方教育行政法の改正により、平成２１年度から実施する

もので、それぞれの行政が自由な書式により実施することになった。本年度は令和６年度

実績を下記の方法により周知を行いたい。 

① 町への報告 

② 議会への報告 

③ 町ホームページへ掲載 

 


